
 

 

 

 

2 0 2 2 （令和 4 ）年 5 月 2 4 日  報道発表資料  

[本リリース発信元］  ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クロノス・クァルテット 2022 JAPAN 京都公演  

 《ブラック・エンジェルズ》＆《ディファレント・トレインズ》  

 

結成 50 年にして、常に時代の最先端を走り続ける  
伝説の弦楽四重奏団が、遂に京都初登場  

 
2022 年 9 月 24 日（土）18:00 開演  
ロームシアター京都  サウスホール  

 
 
 

[本リリースに関するお問合せ先 ]   

ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）  広報担当：松本、山形  

電話： 0 7 5 - 7 7 1 - 6 0 5 1 （ 9 ： 0 0～ 1 7 ： 0 0 ）  F A X : 0 7 5 - 7 4 6 - 3 3 6 6  E -

m a i l : p r e s s @ r o h m t h e a t r e k y o t o . j p  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

■企画趣旨  

1973 年の結成以来、現在もなお全世界中で演奏

活動を繰り広げている、最高にユニークで、唯一

無二の弦楽四重奏団「クロノス・クァルテット」。

これまで数千回にも及ぶコンサートや 60 タイト

ル以上のレコーディング、様々なアーティストと

のコラボレーション、そして 1 ,000 を超える弦

楽四重奏のための作曲や編曲の委嘱など、クラシ

ック音楽の枠を超えた弦楽四重奏団として、あら

ゆるジャンルのアーティストからリスペクトされ

ています。  

今回、結成 50 周年・19 年ぶりの来日になるとともに、京都で初のコンサートが実現

します。1970 年のベトナム戦争にインスパイアされ、カルテット結成の契機ともな

った 20 世紀アメリカ弦楽四重奏曲の最高傑作、ジョージ・クラム作曲《ブラック・

エンジェルズ》と、スティーブ・ライヒが彼らのために作曲したグラミー賞最優秀現

代音楽作品賞受賞曲《ディファレント・トレインズ》。これらの代表曲を一度に聴ける

のは、京都だけの特別プログラムです。  

 

出演 :クロノス・クァルテット  

デイヴィッド・ハリントン（芸術監督＆ヴァイオリン）  D av i d  H a r r i n g t o n  ( V i o l i n )  

ジョン・シャーバ（ヴァイオリン）  J o h n  S h e rb a  ( V i o l i n )  

ハンク・ダット（ヴィオラ）  H a n k  D u t t  ( V i o l a )  

サニー・ヤン（チェロ）  S u n ny  Ya n g  ( C e l l o )  

 

曲目 :  

ジョージ・クラム：ブラック・エンジェルズ  

アレクサンドラ・ヴレバロフ：イレクトリケス・ライムズ（新作・日本初演）  

トラディショナル（ジェイコブ・ガーシック編曲）：朝日のあたる家（エヴァリー・ブラザ

ーズ讃）  

ジョージ・ガーシュウィン（ガーシック編曲）：サマータイム（ジャニス・ジョプリン讃）  

ローリー・アンダーソン（ガーシック編曲）：フロー  

スティーブ・ライヒ：ディファレント・トレインズ  
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■今回の公演の聴きどころ  

ジョージ・クラム：≪ブラック・エンジェルズ≫のクロノス・クァルテットによる演奏  

2 0 世紀アメリカ弦楽四重奏曲の最高傑作が、斬新な演出とクロノ

ス・クァルテットによる演奏で披露されます！  

2 0 世紀アメリカで生まれた「最高の弦楽四重奏曲」と言われるこの

「ブラック・エンジェルズ」は、クロノス・クァルテットのリーダー、

デイヴィッド・ハリントンが結成時に聴き衝撃を受け、その後のグル

ープの方向性に大きな影響を与えました。  

1 9 7 0 年アメリカの作曲家、ジョージ・クラムが当時進行中だったベトナム戦争にインス

パイアされたこの曲は、通常の弦楽器の演奏法だけではなく、電気変調した音やタムタム

などの打楽器、クリスタル・グラスを擦る音や、声など、あらゆる多彩な音色と演奏法に

より、強烈なメッセージを聴き手に与えます。  

ジョージ・クラムは、 2 0 2 2 年 2 月に惜しくも 9 2 歳で逝去しましたが、デイヴィッド・

ハリントンは故人を偲び以下のような声明を出しました。  

「1 9 7 3 年、≪ブラック・エンジェルズ≫は私に全く新しい世界を開きました。戦争に対す

るレスポンスとして、ジミ・ヘンドリックスそしてシューベルトが突然、ひとつになりま

した。私にはクロノス・クァルテットを結成するしかありませんでした。今日でもこの作

品は、鮮やかで探索的で大きな可能性に満ちています。私は彼にさらに別の弦楽四重奏曲

を書いてもらうよう何年も説得しましたが、今では気づきました。この≪ブラック・エン

ジェルズ≫に続く音楽を作るのは私たち皆の仕事なのだということを。」  

今回、強力な演出によるこの作品の生演奏に立ち会えることは、聴くものに大きな感動と

共に「平和」への強い気持ちを促すものとなるでしょう。  
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スティーヴ・ライヒがクロノスのために書いた弦楽四重奏の名曲≪ディファレン

ト・トレインズ≫を演奏  

クロノス・クァルテットのオファーによって作曲家スティーヴ・ライヒ

が作曲した弦楽四重奏曲の傑作が、初演者・クロノス・クァルテットの

演奏で披露されます！  

スティーヴ・ライヒがクロノス・クァルテットの委嘱により 1 9 8 8 年に

作曲したこの≪ディファレント・トレインズ≫は、あらかじめ録音され

たサウンド（弦楽四重奏の演奏、話し言葉の断片、電気的に加工された汽車の音、サイレ

ンの音、等）と、弦楽四重奏によって演奏される作品で、ドキュメンタリー性の強い楽曲

であり、2 0 世紀アメリカ弦楽四重奏曲の最高傑作といえます（1 9 8 9 年のグラミー賞最優

秀現代音楽作品賞を受賞）。このライヒの名曲が、クロノス・クァルテットによって演奏さ

れるのは、最近では日本だけの特別な機会です！  

 

■プロフィール  

クロノス・クァルテット  Kronos Quartet  
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サンフランシスコ出身のクロノス・クァルテットは、 1 9 7 3  年の結成から長きにわたり、弦楽四重

奏団としての可能性を追求する意志と、大胆に探求していく精神とを併せ持って活動してきた。そ

の中で、世界で最も有名で影響力のあるアンサンブルの 1 つとなり、これまでに数千回にわたるコ

ンサートを行い、 6 0 タイトルを超えるアルバムをリリース、そしてさまざまなジャンルの要素が

融合した作曲家やアーティストたち、そしてマルチ・メディアのアーティストと、弦楽四重奏のた

めの 1 , 0 0 0 以上のレパートリーの創作、演奏、録音などを行っている。これまでに 2 回のグラミ

ー賞、世界的に名高い「ポーラー・ミュージック賞」や「エイブリー・フィッシャー賞」

「W O M E X ( Wo r l d  M u s i c  E x p o )アーティスト賞」などを含む 4 0 以上の賞を受賞している。  



 

 

 

 

■クロノス・クァルテットとは  
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結成から 50 年、なお第一線で演奏を継続  

クロノス・クァルテットは、1 9 73 年にヴァイオリニストのデイヴィッド・ハリントンに

よってシアトルで結成され、その後サンフランシスコを拠点に世界中で活動を続けていま

す。現在のメンバーは、デイヴィッド・ハリントン（芸術監督＆ヴァイオリン）、ジョン・

シャーバ（ヴァイオリン）、ハンク・ダット（ヴィオラ）と、4 代目のチェリストとして、

女性のサニー・ヤンが 2 0 1 3 年より参加しています。  

長年にわたるクロノス・クァルテットの活動は、まさに現代音楽に取り組む若い弦楽四重

奏団たちの先駆けといえる存在です。  

 

毎年 70 公演を超えるコンサートを世界各地で開催  

クロノス・クァルテットは、コロナ前にはほぼ毎シーズン 7 0 公演を超える演奏活動を世

界中で行っていました。  

2 0 1 7/ 1 8 年シーズンには、ロンドンのバービカン・センター、ロイヤル・フェスティバ

ルホール、オランダのロイヤル・コンセルトヘボウ、 N Y のカーネギーホール、ソウルの

LG アートセンター、パリのフィルハーモニー等、世界中の大ホールで演奏し、次のシーズ

ンもモスクワ、ポーランド等、大型ヨーロッパ・ツアーも計画されています。  

そして満を持して、2 0 0 3 年以来 1 9 年振り 1 1 回目の来日公演が実現します！  

 

 



 

 

 

 

現代の作曲家との共同作業  

クロノス・クァルテットは、1 9 7 5 年のショスタコーヴィチの死去を境に、現代作品の紹

介と弦楽四重奏のためのレパートリーの拡充を、活動の主たる目的として、世界中の作曲

家に次々と新作の委嘱を重ねてきました。その中には、モートン・フェルドマン、エリオ

ット・カーター、アルヴォ・ペルト、アルフレッド・シュニトケ、ジョン・アダムスなど

2 0 世紀を代表する作曲家や、スティーヴ・ライヒ、フィリップ・グラス、テリー・ライリ

ー、ケヴィン・ヴォランズ、マイケル・ゴードンなど、いわゆるミニマル・ミュージック

の作曲家も、クロノス・クァルテットのために作品を多く提供しており、それらの数は編

曲や共作を含め 1 , 0 0 0 曲を超えています。  

 

さまざまな音楽ジャンルでの演奏  

クロノス・クァルテットは、現代の作品の演奏のみならず、古典派以前のクラシック音楽、

ジャズ（ビル・エヴァンスやセロニアス・モンクの作品）やタンゴ（ピアソラ）、映画音楽

などのほか、ラテン・アメリカやルーマニア（ジプシー楽団「タラフ・ドゥ・ハイドゥー

クス」との共演）、アフリカ、インド、中東などのワールド・ミュージックについても積極

的に取り組んでおり、特に、過去、最も話題となったジミ・ヘンドリックスの≪紫のけむ

り（ P u r p l e  h az e）≫の録音・演奏以降も、ピート・タウンゼントやヘンリー・スレッ

ギル、デヴィッド・ボウイ、ビョーク、シガー・ロスなど、ポピュラー・アーティストと

のクロスオーバーにも意欲的に取り組んでいます。  

 

数多くのレコーディングとグラミー賞などの受賞  

クロノス・クァルテットは、 1 9 8 5 年にノンサッチ・レーベル（日本販売

元：ワーナー・ミュージックジャパン）と専属契約を結び、翌 1 9 8 6 年にレ

ーベル・デビューアルバム『紫のけむり～現代の弦楽四重奏曲』を発表。こ

れまでに 6 0 タイトルを超えるアルバムをリリースしています。  

そのうち『ライヒ：ディファレント・トレインズ』で 1 9 8 9 年度グラミー賞最優秀

現代作品賞を、ドーン・アップショウとの『ベルク：抒情組曲（ソプラノと弦楽四

重奏のための初稿版）』で 2 0 0 4 年グラミー賞最優秀室内楽演奏賞を受賞しました。

その後も数多く同賞にノミネートされており、 2 0 1 8 年グラミー賞最優秀室内楽・

パフォーマンス部門では、前衛パフォーミング・アーティストのローリー・アンダ

ーソン L a u r i e  A n d e r s o n  との共作アルバム『 L A N D FA L L』が受賞。そして 2 0 2 0 年グラミ

ー賞では、テリー・ライリー『サン・リングズ』が、最優秀アルバム技術賞クラシック部門（ T h e  

B e s t  E n g i n e e r e d  A l b u m ,  C l a s s i c a l）＞を受賞し、注目されました。  



 

 

 

 

■公演概要  

クロノス・クァルテット  《ブラック・エンジェルズ》＆《ディファレント・トレインズ》  

日時：2022 年 9 月 24 日（土）18 :00 開演  

会場：ロームシアター京都  サウスホール  

 

チケット料金：  

全席指定  

1  階席 6 ,000  円、2  階席 5 ,000  円、ユース（25  歳以下）3 ,000  円、  

18  歳以下 1 ,500  円  

※ユースおよび 1 8 歳以下チケットご購入者は、公演当日、受付にて年齢が確認出来る証明書をご 提示ください  

※未就学児入場不可（託児サービスあり／詳細はロームシアター京都 W E B サイトをご覧ください）  

 

チケット取扱：  

⚫  オンラインチケット 24 時間購入可※要事前登録（無料）  

h t t p s : / /www. s2 . e - ge t . j p / k yo to /p t /  

⚫  ロームシアター京都チケットカウンター  

TEL . 075 -746 -3201（窓口・電話とも 10 :00～19 :00／年中無休※臨時休館日

を除く）  

⚫  京都コンサートホールチケットカウンター  

TEL . 075 -711 -3231（窓口・電話とも 10 :00～17 :00／第 1・3 月曜日休館※

休日の場合は翌日）  

⚫  チケットぴあ：h t tp s : / / t . p i a . j p /《P コード：217 -437》  

⚫  e+（イープラス）：h t tp s : / / ep l u s . j p /  

 

主催：ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）、京都市  

助成：文化庁文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等機能強化推進事業）│独立行政法人

日本芸術文化振興会  

後援：京都新聞  

企画・招聘：OZ AWA  ART  P L A N N I N G  L LC  


